
 
 
 
 
 
 

ご 案 内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いぶき会は乳がん体験者の会です 

   乳がんを患って、手術や 
     再発の不安・悩みを 
     持っておられる方、 
   胸の内を思いきり話して 
          みませんか。 
   みんなで語り合えば 
    気持ちが軽くなります。 
    明日を明るく生きられる 
      ようになります。手をつなぎましょう。

 

① いぶきの会を純粋なものに育てよう！ 

② みんなで手をつないで輪をひろげよう！ 

③ ボランティア活動の拠点にしよう！ 

④ 早期発見、早期治療を呼びかけよう！ 

 

私たちのスローガン 

乳がん術後者のつどい 

高知県いぶき会 



 

私達は乳がんの手術を受けたものです 
  昭和４８年にＳ病院で手術を受けた人達が、５年経過を祝って三々五々と集ま 

りました。 「いぶき会」の誕生です。昭和５３年４月のことです。乳がん、手術 
と知らされた時の不安と心細さ、また術後の肉体的精神的な苦悩を体験者に聞いて 
もらいたい。そういう思いから生まれた会です。 

現在、会員数約２５０名。本部を県中央に置き、東部、西部各支部活動もさか 
んです。 

同じ体験をした人達と語り合う事によって、明るい生活に戻ることが出来ます。 
会員同士のつながりを深め、術後の生活を強く、明るく過ごし、また同じ病に悩 

む人達には手をさしのべて来ました。私達体験者の立場から、検診の大切さを社会 
に呼びかけ明るい社会づくりのため、普及啓発活動へと一歩ふみ出しました。 
 今日では体験した者同士の談笑はずむ日々となっています。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ① 年度はじめに定例総会と懇親会を開催。 

顧問医を招き質疑応答の機会を作ります。 
 ② 中央研修会、東部支部会、西部支部会を 
   それぞれ年１回行います。 
 ③ 術前、術後の相談会を年２回開きます。 
 ④ 年１回機関誌「いぶき」を発行します。 
    体験記、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、ｴｯｾｰ（随筆）、旅行記等 

毎号感動の内容。 
 ⑤ 年１回広報「いぶきだより」を発行します。 

⑥ 会員名簿発行。 
    年度はじめに作成し会員同士の交流を深めています。 
 ⑦ 会員のレクリエーション 
    年１回秋に日帰り旅行で楽しみます。 
 ⑧ がん征圧に協力します。 
 ⑨ その他 

い ぶ き 会 の 生 い た ち と あ ゆ み 

会 の 活 動 内 容 いぶき会は 

みんなの力で 

いぶき会への入会及び術後の相

談等、お気軽にお電話下さい。 

   （年会費 2,500 円です。）

 

お問合せは・・・・ 

（財）高知県総合保健協会内 

いぶき会事務局 

 

（ 088 – 831 – 4800 ）

高知市桟橋通６－７－４３ 


